
医療現場での「何でだろう？」の見つけ方と研究の足がかり 
今年度より、新たに表記の研修会を企画しました。これは、医薬品情報専門薬剤師取得を目指されている方を

対象としています。医薬品情報専門薬剤師取得条件として、必須となっている医薬品情報領域での研究をサポー

トすることを目的に、医療現場での研究の足がかりやヒントについて、ワークショップを行います。医薬品情報

専門薬剤師を目指されている方、ぜひ、ご参加下さい。 

注：本研修会は、必修単位ではありません。 

 

対象：医薬品情報専門薬剤師取得を目指す方 

日時：2016年 3月 13日(日曜日) 

場所：名城大学薬学部 名古屋市天白区八事山１５０ 

定員：20名限定(先着順) 

内容： 

○事前準備(2月中) 

過去 5年間の JJDIから、「自分の環境の中でも問題になっているテーマに近い」もしくは、「最も興味がある」テ

ーマの論文を探し、なぜそれを選んだかという理由と共に、あらかじめ提出(フォーマットあり)する。JJDIは、

オープンで J-STAGEから閲覧可能。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjdi/17/0/_contents/-char/ja/ 

○当日（3月 13日 日曜日） 

10:00-10:10 

1.受付、趣旨説明   大津史子      

10:10-11:40(90分) 

2.ワークショップ：問題点の抽出 

  ①KJ説明(大津)               

②KJ                                

よく似たテーマの参加者をグループ化してＷＳを行う。グループのメンバーのあげた論文をそれぞれが、説

明し合い、合意で 1つ選択。その研究を自分の環境で実施すると過程したときの具体的な問題点、障害、心配

点を KJ法で抽出する。 

11:40-12:30(50分) 

3.昼食                                 

12:30-14:10(100分) 

4.講演 2題                        

①臨床で研究をはじめるにあたって  後藤伸之 

②臨床で行う研究の具体例      林 昌洋 

14:10-14:20 

5.休憩                                 

14:20-15:20(60分) 

6.ワークショップ：対応     

①対応策の検討説明 

②KJで抽出した問題点の最重要課題に対する対応策検討 

15.20-16:20(60分) 

7.まとめ                              

①対応策発表 共有 

②講評    後藤伸之、林 昌洋 

申込方法： 

(1)氏名、(2)所属、(3)連絡住所、(4)電話番号、(5)E-mail、(6）日本医薬品情報学会会員番号（非会員の場合は非

会員と記載）、(7)認定申請予定年（あくまでも予定で結構です）を記載して、nintei-office@jasdi.jp宛てに送信し

てください。 

申込締切： 2016年2月27日（土） 

参加費 ： 6,000円 （昼食込み、当日会場でお支払い下さい。） 

問合せ先： 医薬品情報学会研修委員会 nintei-office@jasdi.jp 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjdi/17/0/_contents/-char/ja/
mailto:nintei-office@jasdi.jp

